
「
現
場
主
義
」
迅
速
に
対
応

中小企業基盤整備機構理事長前田正博氏に聞く

　まえだ・まさひろ　 年
（昭 ）東大経卒、同年通産
省（現経産省）入省。 年中
小企業庁計画部振興課長。
年茨城県副知事。 年通産省
通商政策局次長、 年退官。
年日立製作所理事、 年上

席常務、 年日立システムア
ンドサービス会長を兼務。
年７月から現職。福岡県出
身、 歳。

　
東
日
本
大
震
災
が
中
小
企

業
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
。
中
小
機
構
で
は
約

８
０
０
人
の
職
員
の
う
ち
交

代
で
延
べ
２
０
０
人
が
被
災

地
に
赴
き
、
「
現
場
主
義
」

の
も
と
中
小
の
支
援
に
取
り

組
む
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

時
の
対
策
に
加
え
、
今
回
初

め
て
の
施
策
も
あ
る
。
震
災

対
応
で
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
す

る
前
田
正
博
理
事
長
に
、
取

り
組
み
状
況
を
聞
い
た
。

丸
山
美
和

　
―
大
震
災
発
生
後
、
共
済

事
業
な
ど
は
間
髪
を
入
れ
ず

対
策
に
動
き
ま
し
た
。

　
「
す
ぐ
に

災
害
対
策
本

部

を
立
ち
上
げ
、
機
構
の

独
自
判
断
で
で
き
る
こ
と
は

直
ち
に
実
施
し
た
。
小
規
模

企
業
共
済
や
倒
産
防
止
共
済

は
貸
し
付
け
条
件
の
緩
和
な

ど
を
実
行
し
、
高
度
化
貸
付

は
償
還
延
長
や
償
還
猶
予
を

実
施
。
工
業
団
地
な
ど
の
産

業
用
地
は
が
れ
き
置
き
場
や

仮
設
住
宅
用
に
提
供
し
た
」

　
―
緩
和
し
た
小
規
模
企
業

共
済
事
業
の
中
身
は
。

　
「
直
接
被
害
に
あ
っ
た
契

約
者
に
は
、
貸
付
限
度
額
を

２
倍
の
２
０
０
０
万
円
に
引

き
上
げ
、
無
利
子
と
し
た
。

償
還
期
間
は
通
常
よ
り
１
年

延
長
し
、
１
年
の
据
え
置
き

期
間
も
設
定
し
た
。
ま
た
、

契
約
者
が
行
方
不
明
の
場
合

に
は
、
生
死
が
判
明
す
る
ま

で
親
族
に
生
活
費
を
貸
し
付

け
る
制
度
を
創
設
し
た
」

　
―
さ
ら
に
一
歩
進
む
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０

１
１
年
度
第
１
次
補
正
予
算

億
円

を
使
い
、
仮
設

工
場
や
店
舗
の
建
設
も
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
震
災
復
興
の
た
め
の
仮

設
施
設
建
設
は
、
機
構
に
と

っ
て
も
初
め
て
の
取
り
組
み

だ
。
機
構
の
前
身
で
あ
る
地

域
振
興
整
備
公
団
に
一
級
建

築
士
が
複
数
お
り
、
ビ
ル
の

設
計
や
建
設
の
能
力
が
あ

る
。
産
業
団
地
の
造
成
経
験

も
あ
り
、
人
材
は
そ
ろ
っ
て

い
た
。
入
居
す
る
店
舗
の
選

定
や
運
営
な
ど
ソ
フ
ト
に
関

し
て
は
、
前
身
の
中
小
企
業

事
業
団
が
得
意
と
す
る
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ

せ
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

地
元
の
人
の
声
を
聞
い
て
み

て
、
宅
配
業
者
の
入
居
を
望

む
声
が
多
い
こ
と
な
ど
も
わ

か
っ
て
き
た
」

　
―
被
災
地
の
中
小
や
自
治

体
の
支
援
と
し
て
、
延
べ
２

０
０
人
も
の
職
員
が
対
応
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
実
務
経
験
が
豊

富
な

歳
前
後
の
職
員
２
人

を
１
チ
ー
ム
に
し
て
派
遣
、

相
談
の
持
ち
帰
り
を
禁
止

し
、
現
場
で
即
対
応
す
る
よ

う
に
し
た
。
徐
々
に
前
例
も

蓄
積
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

歳
前
後
と
若
い
人
の
チ
ー

ム
、
若
い
人
と

代
の
チ
ー

ム
と
、
計
画
的
に
組
み
合
わ

せ
を
増
や
し
て
、
全
員
参
加

型
の
野
球
の
よ
う
に
し
て
い

っ
た
。
持
ち
帰
っ
て
い
た

ら
、
そ
れ
だ
け
で
結
論
を
出

す
の
が
遅
れ
る
。
復
旧
・
復

興
は
常
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

人
数
の
不
足
は
、
機
構
内
部

で
解
決
し
て
い
る
」

　
―
そ
の
他
の
支
援
策
は
。

　
「
復
興
の
段
階
に
入
っ
た

時
、
恒
久
的
な
施
設
建
設
に

は
高
度
化
融
資
が
使
わ
れ
始

め
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
販
路

開
拓
の
た
め
の
復
興
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支

援
は
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

　
―

年
の
事
業
仕
分
け
を

受
け
、
２
０
０
０
億
円
の
金

融
資
産
を
５
０
０
億
円
ず
つ

国
庫
返
納
す
る
予
定
で
し

た
。

　
「
原
発
事
故
で
移
転
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
小
へ

の
融
資
を
目
的
に
、
福
島
県

を
通
じ
て
福
島
県
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
４
０
０
億
円
を

貸
し
付
け
た
。
中
小
企
業
再

生
フ
ァ
ン
ド
と
い
っ
た
投
資

型
の
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
す
る

計
画
も
あ
る
。
今
後
さ
ら
に

余
裕
は
な
く
な
っ
て
く
る
」

新
施
策
で
観
光
と
農
業
法
人
を
支
援

宮地正巳氏北海道支部長
　
「
内
な
る
地
域
企
業
の
強
化

と
外
か
ら
の
誘
致
推
進
」
と
い

う
２
本
柱
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。
食
品
な
ど
を
手
が

け
る
企
業
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

志
向
に
誘
導
し
、
販
路
開
拓
と

道
外
展
開
を
支
援
す
る
。
企
業

誘
致
は
地
域
と
連
携
し
て
進
め

る
。

　
主
な
新
施
策
は
二
つ
。
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
観
光
客
が

激
減
し
、
関
係
者
は
北
海
道
に

お
け
る
観
光
の
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。
観
光
振
興
の

た
め
中
国
人
に
い
か
に
来
て
も

ら
い
、
い
か
に
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
も
ら
う
か
に
焦
点
を
当

て
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
地
域
の
関
係
者
と
対
話
す

る
。
も
う
一
つ
は
農
業
生
産
法

人
の
人
材
育
成
支
援
。
道
内
に

約
２
６
０
０
社
あ
り
、
全
国
の

約
４
分
の
１
を
占
め
る
。
設
立

後
間
も
な
い
法
人
も
多
い
だ
け

に
、
企
業
と
し
て
の
体
制
構
築

に
必
要
な
人
材
の
育
成
を
検
討

す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
厚
み
を
増
し
て
い
き

た
い
。

部
門
横
断
チ
ー
ム
組
織
被
災
企
業
を
全
力
支
援

大石　隆博氏前東北支部長
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
企
業

支
援
に
全
力
を
挙
げ
る
。
仙

台
、
盛
岡
、
福
島
の
３
カ
所
に

置
か
れ
た
中
小
機
構
の
「
復
興

支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
も
連
携

し
、
東
北
支
部
が
一
丸
と
な
っ

て
復
興
支
援
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
６
月
に
は
支
部
内
の

部
門
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
織
。
被
災
地
へ
の

訪
問
調
査
を
通
じ
て
、
被
災
企

業
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
国
の
支
援

施
策
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
「
復
興
支
援
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
組
織
し
、
被
災
地
へ

の
専
門
家
派
遣
や
セ
ミ
ナ
ー
、

個
別
相
談
会
な
ど
の
開
催
を
計

画
し
て
お
り
、
被
災
企
業
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
行
動
し
て
い

く
。

　
震
災
の
発
生
直
後
は
、
何
か

ら
手
を
つ
け
て
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
中
小
企
業
も
多
か

っ
た
が
、
現
在
は
再
建
に
向
け

た
動
き
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い

る
。
復
興
に
向
け
て
動
き
だ
し

た
東
北
の
力
強
さ
を
域
内
外
で

Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し

た
い
。

山田実氏関東支部長
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
支
援
テ
ー
マ
を
拡
大

　
当
支
部
所
管
の
１
都

県
に

は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
１

年
度
は
被
災
企
業
な
ど
へ
の
重

点
支
援
と
従
来
の
経
営
支
援
お

よ
び
新
規
施
策
を
両
立
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
被
災
企
業
へ
の
支
援
で
は
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
た
経
営
相
談

会
に
職
員
や
専
門
家
を
派
遣
。

茨
城
県
で
は
復
興
支
援
デ
ス
ク

の
設
置
に
続
き
大
洗
町
で
は
仮

設
施
設
の
整
備
に
着
手
。
地
域

実
情
を
把
握
し
経
済
復
興
を
後

押
し
す
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
各
県
の
地
域
支
援
機
関
な
ど

と
連
携
し
た
企
業
支
援
の
体
制

づ
く
り
を
よ
り
多
く
の
地
域
で

展
開
す
る
と
と
も
に
、
テ
ー
マ

を
拡
大
。
中
で
も
企
業
の
関
心

が
高
い
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
や
海
外
販
路
開
拓
に
関
す

る
支
援
に
連
携
の
枠
組
み
を
生

か
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
関
東
地
域
か
ら
、
経
済
成
長

の
機
運
が
高
ま
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
。

民
間
が
で
き
な
い
研
修
を
企
画
・
実
施

野村秀貴氏中国支部長
　
中
国
支
部
で
は
、
モ
ノ
づ
く

り
に
熱
心
な
土
地
柄
に
対
応
、

モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
支
援
ノ
ウ
ハ

ウ
の
総
合
的
拡
大
を
、
支
部
の

個
性
づ
く
り
と
し
て
推
進
。
こ

の
一
環
と
し
て
２
０
１
１
年

度
、
中
小
企
業
大
学
校
広
島
校

の
長
期
研
修
と
連
携
、
参
加
企

業
の
経
営
支
援
に
努
め
る
。

　
大
学
校
が
実
施
す
る
６
カ
月

程
度
の
経
営
管
理
者
や
工
場
管

理
者
な
ど
の
長
期
研
修
に
専
門

家
を
講
師
と
し
て
送
り
込
む
。

ま
た
研
修
期
間
中
に
も
、
参
加

者
が
ゼ
ミ
で
見
い
だ
し
た
経
営

課
題
解
決
策
の
自
社
で
の
展
開

に
も
、
専
門
家
を
派
遣
、
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
経
営
支
援
し
て
い

く
。

　
研
修
終
了
後
も
、
参
加
企
業

に
専
門
家
を
派
遣
、
経
営
支
援

に
力
を
注
ぐ
。
大
学
校
と
連
携

・
協
力
し
、
民
間
が
で
き
な
い

研
修
を
企
画
、
実
施
し
て
い

く
。
研
修
は
座
学
だ
け
で
な

く
、
期
間
中
や
終
了
後
の
フ
ォ

ロ
ー
、
支
援
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
。

挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
人
づ
く
り
が
重
要
だ

粟屋幸夫氏九州支部長
　
東
日
本
大
震
災
は
九
州
の
中

小
企
業
に
も
受
注
減
少
や
、
部

品
が
思
う
よ
う
に
手
に
入
ら
な

い
な
ど
の
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
。
自
粛
ム
ー
ド
で
観
光
も
落

ち
込
み
、
全
線
開
業
し
た
ば
か

り
の
九
州
新
幹
線
も
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。
い
ま
だ
に
回
復
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
風
力
発
電
や
太
陽

光
発
電
な
ど
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
企
業
を
支
援
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
に
も

か
か
わ
り
、
挑
戦
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
増
や
し
た
い
。
い
ず
れ
も

創
業
や
新
事
業
支
援
の
一
環

だ
。

　
管
内
に
２
カ
所
あ
る
中
小
企

業
大
学
校
で
行
っ
て
い
る
管
理

者
や
経
営
者
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
る
。
先
行
き
が
不
透
明
な

時
代
こ
そ
人
づ
く
り
、
人
材
育

成
が
重
要
だ
。
食
品
を
含
め
九

州
で
生
産
を
し
っ
か
り
行
っ

て
、
全
国
に
供
給
し
て
い
く
こ

と
で
日
本
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
。

金
融
機
関
と
連
携
し
海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー

宇田川文男氏前四国支部長
　
四
国
支
部
は
海
外
展
開
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
販
路
開
拓
支

援
な
ど
、
四
国
の
金
融
機
関
と

連
携
し
た
取
り
組
み
に
力
を
注

ぐ
。
顧
客
網
が
広
い
金
融
機
関

と
各
種
支
援
策
の
専
門
家
が
い

る
中
小
機
構
が
組
む
こ
と
で
、

お
互
い
の
強
み
が
生
か
せ
る
は

ず
だ
。

　
四
国
の
魅
力
を
伝
え
る
「
四

国
サ
イ
コ
ー
ダ
イ
ガ
ク
」
は
３

年
目
を
迎
え
、
ひ
と
つ
の
節
目

と
認
識
し
て
い
る
。
今
回
は
公

募
し
た
中
か
ら
選
定
し
た
愛
媛

県
伊
予
市
の
地
域
・
観
光
資
源

を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
を
目
指
す
「
伊
予
市
・
双

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
中
心
と

な
る
。
伊
予
灘
に
面
す
る
人
口

約
５
０
０
０
人
の
地
域
が
ど
う

活
性
化
す
る
か
、
四
国
内
外
に

発
信
で
き
る
プ
ラ
ン
を
生
み
出

し
た
い
。

　
東
日
本
大
震
災
の
直
接
的
な

影
響
は
少
な
い
四
国
の
中
小
企

業
だ
が
、
先
行
き
が
不
透
明
と

い
う
意
見
が
多
い
。
不
安
感
を

解
消
で
き
る
よ
う
な
動
き
に
努

め
た
い
。

三
つ
の
力
合
言
葉
独
自
サ
ー
ビ
ス
展
開

岡崎英治氏北陸支部長
　
支
部
長
に
就
任
以
来

専
門

力
・
全
国
力
・
つ
な
が
り
力

と
い
う
三
つ
の
力
の
発
揮
を
合

言
葉
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
北
陸
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
地
元
の
団
体
が

行
っ
て
い
る
各
種
支
援
事
業
と

の
違
い
を
明
確
に
し
独
自
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　
２
０
０
９
年
度
か
ら

年
度

に
か
け
て
富
山
県
高
岡
市
の
物

産
品
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
た
。
都
内
で

の
展
示
会
開
催
な
ど
が
主
な
も

の
だ
が
、
販
路
拡
大
な
ど
多
く

の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

年
度
か
ら
は
、
福
井
県

越
前
市
の
物
産
品
も
Ｐ
Ｒ
す

る
。

　
港
や
空
港
、
そ
れ
に
新
幹
線

な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
北

陸
地
域
は
、
物
流
の
拠
点
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
人
や

モ
ノ
の
流
れ
が
活
発
に
な
る

中
、
海
外
で
の
事
業
展
開
を
目

指
す
中
小
企
業
も
あ
る
。
こ
う

し
た
企
業
に
も
三
つ
の
力
で

し
っ
か
り
支
援
し
て
い
き
た

い
。

基
盤
技
術
を
高
度
化
成
長
分
野
に
挑
戦

塩田康彦氏中部支部長
　
中
部
地
域
は
自
動
車
産
業
の

一
本
足
打
法
か
ら
、
多
様
な
産

業
か
ら
な
る
「
八
ケ
岳
構
造
」

へ
の
変
化
が
課
題
だ
。
自
動
車

で
培
っ
た
基
盤
技
術
を
生
か

し
、
航
空
宇
宙
や
医
療
関
連
な

ど
新
た
な
成
長
分
野
に
挑
戦
す

る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
。
モ

ノ
づ
く
り
技
術
の
高
度
化
と
販

路
拡
大
を
支
援
し
、
下
請
け
企

業
の
自
立
を
促
し
た
い
。

　
最
近
は
新
興
国
を
中
心
に
海

外
展
開
に
活
路
を
見
い
だ
す
企

業
も
増
え
て
き
た
。
日
本
貿
易

振
興
機
構

ジ
ェ
ト
ロ

と
も

連
携
し
、
中
小
企
業
の
海
外
展

示
会
へ
の
出
展
な
ど
海
外
市
場

開
拓
を
支
援
す
る
。
新
連
携
や

農
商
工
連
携
、
地
域
資
源
活
用

法
認
定
事
業
な
ど
、
地
域
活
性

化
支
援
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

で
は
東
北
支
部
と
連
携
し
て
い

ち
早
く
取
り
組
ん
だ
東
北
物
産

展
が
好
評
だ
っ
た
。
百
貨
店
と

の
継
続
取
引
に
つ
な
が
っ
た
業

者
も
あ
り
、
両
地
域
の
交
流
を

深
め
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
展
示
会
製
品
・
技
術
を
Ｐ
Ｒ

神原忠之氏近畿支部長
　
近
畿
支
部
は
、
近
畿
２
府
４

県
に
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
中
小
企

業
を
支
援
し
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
は
中
小
食
品
メ

ー
カ
ー
の
製
品
を
百
貨
店
な
ど

に
売
り
込
む
イ
ベ
ン
ト
「
テ
ン

ク
ウ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
た

ほ
か
、
信
用
金
庫
が
紹
介
す
る

中
小
企
業
と
大
企
業
の
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
「
信
金
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ

＋
」
な
ど
を
実
施
し
た
。
特
に

「
信
金
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
＋
」
は
、
大

企
業
が
持
つ
１
２
０
件
の
技
術

課
題
に
対
し
、
中
小
企
業
か
ら

件
の
提
案
が
集
ま
る
な
ど
成

果
は
大
き
か
っ
た
。

　

年
度
は

年
度
ま
で
の
各

事
業
を
継
承
・
拡
大
し
つ
つ
、

新
事
業
と
し
て
、
中
小
企
業
が

大
企
業
に
出
向
い
て
製
品
・
技

術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン

展
示
会
」
や
、
優
れ
た
モ
ノ
づ

く
り
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
を

創
出
す
る
「
ｎ
ア
ン
ド
Ｎ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
業
も
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　
企
業
に
足
し
げ
く
通
い
「
中

小
企
業
に
不
可
欠
な
支
援
機

関
」
を
目
指
す
。

復興に挑む中小後押し中小機構、ニーズ把握・行動
被
災
先
に
専
門
家
派
遣
ア
ド
バ
イ
ス
も
広
範
囲

矢継ぎ早に対策「ソフト」「ハード」「資金」
６
月
に
開
催
さ
れ
た
台
湾
国
際
食
品
見
本

市
「
フ
ー
ド
台
北
２
０
１
１
」
に
は
、５

社
の
中
小
企
業
の
出
展
を
支
援
し
た

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
小
機
構

は
、
２

０
０
４
年
７
月
に
中
小
企
業
総
合
事
業
団
、
地
域
振

興
整
備
公
団
、
産
業
基
盤
整
備
基
金
の
３
特
殊
法
人

を
統
合
し
て
発
足
し
た
。
８
年
目
を
迎
え
る
い
ま
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
苦
し
む
中
小
企
業
に
対
し

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
相
談
対

応
や
販
路
開
拓
と
い
っ
た
「
ソ
フ
ト
」
だ
け
で
な

く
、
仮
設
工
場
な
ど
の
「
ハ
ー
ド
」
、
各
種
の
融
資

や
フ
ァ
ン
ド
で
「
資
金
」
も
あ
わ
せ
て
提
供
し
、
復

興
に
挑
む
中
小
企
業
を
後
押
し
す
る
。

被
災
地
で
は
仮
設
店
舗
・
工
場
の

建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る

中小機構の相談窓口では経営相
談のほか 復興支援アドバイザ
ーの申し込みも受け付ける

■
相
談
窓
口

　
被
災
し
た
中
小
企
業
や
自

治
体
、
中
小
支
援
機
関
を
支

援
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た

「
震
災
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
」
は
、
中
小
企
業

診
断
士
や
一
級
建
築
士
、
弁

護
士
な
ど
専
門
家
を
無
料
で

被
災
先
に
派
遣
す
る
制
度
。

中
小
企
業
は
専
門
家
か
ら
設

備
の
復
旧
や
資
金
調
達
、
転

業
、
今
後
の
事
業
計
画
な
ど

の
助
言
を
受
け
ら
れ
る
。
自

治
体
や
支
援
機
関
は
復
興
計

画
や
防
災
計
画
の
策
定
で
協

力
し
て
も
ら
え
る
。
派
遣
を

希
望
す
る
中
小
な
ど
は
、
中

小
機
構
の
相
談
窓
口
な
ど
に

申
し
込
め
ば
よ
い
。

　
専
門
家
に
は
放
射
線
取
扱

主
任
者
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の

復
興
経
験
が
あ
る
神
戸
市
役

所
Ｏ
Ｂ
な
ど
も
い
る
。

■
販
路
開
拓

　
中
小
企
業
が
大
震
災
の
影

響
を
克
服
す
る
に
は
、
仕
事

の
確
保
が
何
よ
り
重
要
。
中

小
企
業
総
合
展
な
ど
の
既
存

展
示
会
や
準
備
を
進
め
る

「
震
災
復
興
支
援
フ
ェ
ア
」

な
ど
を
通
じ
販
路
開
拓
を
支

援
す
る
。

　
ま
た
、
国
内
市
場
が
低
迷

す
る
中
で
は
、
経
済
成
長
が

大
き
い
ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓

も
重
要
性
を
増
す
。
海
外
の

バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
す
る
国
内

の
展
示
会
「
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

秋
」

９
月
６
日

９
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

に
、

中
小
企
業
が
出
展
で
き
る
よ

う
出
展
費
用
の
３
分
の
２
を

補
助
す
る
。

　
さ
ら
に
機
構
は
日
本
貿
易

振
興
機
構

ジ
ェ
ト
ロ

と

連
携
し
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
海
外
展
示
会
を
複
数

選
定
。
原
則
無
料
で
展
示
会

の
事
前
準
備
か
ら
出
展
ま
で

を
支
援
し
て
い
る
。
出
展
後

は
国
内
で
契
約
交
渉
の
相
談

に
も
応
じ
る
。

■
仮
設
施
設

　
２
０
１
１
年
度
第
１
次
補

正
予
算
を
使
っ
た
仮
設
工
場

や
仮
設
店
舗
の
建
設
は
、
第

１
弾
と
し
て
６
月

日
に
福

島
県
い
わ
き
市
と
宮
城
県
塩

釜
市
で
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に

続
き
、
岩
手
県
宮
古
市
、
福

島
県
新
地
町
、
茨
城
県
大
洗

町
な
ど
で
の
建
設
も
進
ん
で

お
り
、
先
行
分
は
８
月
初
旬

の
完
成
を
目
指
す
。

　
現
在
、

市
町
村
、
２
６

１
件
の
要
望
が
届
い
て
お

り
、
建
設
地
を
提
供
す
る
自

治
体
と
の
協
議
を
続
け
て
い

る
。
主
に
３
タ
イ
プ
あ
り
、

「
工
場
タ
イ
プ
」
は
１
階
建

て
で
延
べ
床
面
積
６
５
０
平

方

を
６
区
画
で
利
用
、

「
店
舗
・
事
務
所
タ
イ
プ
」

は
２
階
建
て
で
同
７
０
０
平

方

、
「
店
舗

倉
庫
付

き

タ
イ
プ
」
は
２
階
建
て

で
同
１
０
０
平
方

。
家
賃

は
原
則
無
料
で
、
入
居
企
業

は
光
熱
費
な
ど
を
負
担
す
れ

ば
よ
い
。
仮
設
施
設
は
建
設

後
１
年
で
、
市
区
町
村
に
無

償
で
渡
す
計
画
。

■
融
資
緩
和

　
高
度
化
貸
付
は
も
と
も
と

中
小
機
構
と
都
道
府
県
に
よ

る
融
資
制
度
。
中
小
企
業
や

商
店
が
組
成
し
た
組
合
や
商

工
会
な
ど
が
利
用
で
き
た
。

今
回
の
大
震
災
で
直
接
被
災

し
た
貸
付
先
や
事
業
に
影
響

を
受
け
た
既
存
の
貸
付
先
に

は
返
済
猶
予
を
実
施
。
復
旧

・
復
興
の
た
め
新
た
に
利
用

し
た
い
と
こ
ろ
に
は
、
無
利

子
や
貸
付
期
間
の
延
長
措
置

を
適
用
す
る
。

　
今
回
は
組
合
の
ほ
か
に
、

中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
も
貸
付

対
象
に
加
え
、
よ
り
多
く
の

中
小
企
業
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月１日 金曜日 　　 （ ）


